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研究の概要（４行以内） 
全国の埋蔵文化財調査機関と共に、酸素同位体比の標準年輪曲線の拡張と気候変動の精密復元
に取り組み、酸素同位体比年輪年代法による出土材の年輪年代決定を進める。それにより遺跡・
遺物及び土器型式に暦年代を系統的に導入し、人々の気候応答を含む先史時代像全体に対する
年代論的な再検討を行い、同年輪年代法の技術一式を官民諸機関に移転する活動にも取り組む。 

研 究 分 野：考古学 
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１．研究開始当初の背景 
遺跡や遺物に暦年代情報を与えることは、

文書記録と遺跡の関係、土器型式の広域連関、
先史時代の生活史の時間スケール等の理解
に重要な意味を持つ。また近年、顕著な気候
変動が先史～歴史時代に普遍的にみられる
ことが明らかになり、人々が気候変動にどう
対応したのかを理解するためにも遺跡・遺物
の暦年代情報は、益々重要になって来ている。 
 研究代表者らは、年輪セルロースの酸素同
位体比が夏の気候を反映して、樹種の違いに
依らず同調して変化することを利用し、あら
ゆる出土材の年単位での年輪年代決定を可
能にする「酸素同位体比年輪年代法」を開発
してきた。その前提となる年輪セルロース酸
素同位体比の標準年輪曲線（マスタークロノ
ロジー）も縄文中期まで得られており、本方
法を遺跡・遺物に応用する体制が整いつつあ
ったが、同時に大きな課題もあった。 

第一に、土器型式を基に作られて来た先史
時代の知見を生かすためには、土器編年自体
を暦年代化する必要があること、第二に、酸
素同位体比の測定には多大な労力が必要で
分析は既に飽和状態にあり、酸素同位体比年
輪年代法を持続可能な技術にするには新し
い取り組みが必要になることである。 
２．研究の目的 
そこで本研究では、次の 3 つの研究目的の

達成を通して、酸素同位体比年輪年代法を先
史時代以来の歴史の解明に最大限の効率で
活用できる体制を構築することにした。 
（1）年輪酸素同位体比クロノロジーの時空
間的拡張により、気候の高精度復元を進める

と共に、同クロノロジーを活用して、全国の
遺跡・遺物、土器型式の暦年代化を進め、先
史時代の年代観を再編成する。 
（2）年輪酸素同位体比が示す高分解能古気
候データと、新しい年代観の対比により、気
候変動が先史時代以来の日本の社会に与え
た影響を、系統的に明らかにする。 
（3）酸素同位体比のクロノロジーを公開す
ると共に、同年輪年代法の技術一式を全国の
埋蔵文化財調査機関や民間の調査会社に移
転して、本方法の持続可能な活用を図る。 
３．研究の方法 
全国の埋蔵文化財調査機関と協力して 3 

研究班と 1 総括班からなる研究体制を構築
し、研究に取り組んできた。 

具体的には、①全国各地での標準年輪曲線
の確立と公開及び、気候変動の復元に取り組
む「クロノロジー構築班」、②出土材の年輪
年代測定及び、分析・解析技術の改良と普及
に取り組む「年輪年代測定班」、③地域毎で
の土器編年と年輪による暦年代の対応関係
の検討に取り組む「土器編年対応班」の 3 つ
が、全国の関係者とも相互に連携しながら各
課題を進めると同時に、「総括班」において、
気候変動の影響評価を含む先史時代以来の
日本の社会像の再構成を図ってきた。 
４．これまでの成果 
以下、各班の主な成果を述べる。 

①クロノロジー構築班 
紀元前 3000 年近く前まで遡って年単位で

年代の確定した年輪セルロース酸素同位体
比のクロノロジーが確立した。これは世界に
前例のない最先端の研究成果である。このデ

年輪酸素同位体比を用いた日本列島における先史暦年代体系の 
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ータは、縄文中期までのあらゆる出土材の年
代決定に利用できるだけでなく、韓国や中国
東部への適用により中国の古代王朝（夏王朝
等）の成立過程の解明などにも利用できる。 
年輪セルロースの酸素と水素の同位体比

を組み合わせて、樹齢効果の影響を排除し、
中部日本の過去 2600 年間の夏の気候変動を
あらゆる時間スケールで復元することに成
功した。このデータは日本の様々な気候関連
の史資料やアジアと世界の長期古気候デー
タと正確に対応することが確認されている。 
②年輪年代測定班 
日本全国及び韓国、中国東北部の多数の遺

跡出土材や古建築物、災害埋没木を対象にし
て、年輪セルロース酸素同位体比による年輪
年代決定を進めてきた。その中には土器との
一括性の高い木材群も含まれ、多数の木材の
年輪年代の同時測定により、精度の高い年単
位の遺構の年代決定に成功してきている。 
全国の埋蔵文化財調査員等を対象に、酸素

同位体比年輪年代法の技術講習会を開催し、
今後、現場担当者自らがどのように本方法を
活用していけるか、具体的な検討を進めた。 

遺跡出土材の大部分を占める小径木の年
輪年代決定を可能にするため、セルロース酸
素・水素同位体比の年層内（季節）変動の分
析にも取り組み、針葉樹と広葉樹の違いなど
今後につながる様々な新しい発見があった。 
③土器編年対応班 
弥生後期から古墳中期の型式の明確な土

器と共に大量の木材が出土しつつある遺跡
を対象にして、年輪年代測定班と協力して、
大量の木材の年輪年代決定を行い、土器型式
の暦年代化の検討を行ってきた。 
具体的には、庄内式土器が出土した大阪府

寝屋川市の小路遺跡、初期須恵器が出土した
奈良県橿原市の新堂遺跡、布留 0式土器が出
土した奈良県桜井市の纒向遺跡であり、それ
ぞれ多数の杭材、板材の分析から、具体的な
遺構の年代が年単位で明らかになってきて
いる。今後慎重な追試や検討を重ね、学会報
告、論文出版等で、公開していく予定である。 
④総括班 
過去 2600 年間に亘る「中部日本の年輪酸

素同位体比の気候成分」など主要な年輪酸素
同位体比クロノロジーと日本の考古学、歴史
学の多くの事象の間での詳細な比較分析を
行い、数多くの新しい発見や、従来の歴史観
を再評価する取り組みを進めてきた。 

また、酸素同位体比クロノロジーと近・現
代及び近世の農業生産量の統計データとの
比較から、年輪セルロースの酸素同位体比
（気候成分）を使って先史時代の農業生産力
の変動が推察できることが分かり、さらに
「気候－生産―備蓄－人口」に関する動的モ
デル等を作成して、先史時代の日本列島の社
会像を気候変動の観点から新しく定量的に
明らかにする取り組みも始めた。 

５．今後の計画 
3 つの研究班と総括班が互いに連携しなが

ら、当初の方針に従って研究を進める。具体
的には、①クロノロジー構築班は、酸素同位
体比による年輪年代決定への要請が特に高
い 14C の「2400 年問題」に対応する縄文晩期
～弥生前期のデータベースの拡充を行うと
共に、各時代・地域で統計的に十分な精度の
クロノロジーを確立する。得られたデータは、
酸素と水素を組み合わせた気候復元により、
論文として出版するとともに、古気候データ
ベースに登録して公開する。②年輪年代測定
班は、出土材の分析体制を強化して幅広く国
内外の遺跡出土材の年輪年代決定を進める
とともに、セルロース酸素・水素同位体比の
年層内変動のデータベースの拡充により、小
径木の年代決定のための基礎・応用技術を発
展させる。併行して、酸素同位体比年輪年代
法の官民への技術移転のための講習会を拡
大実施する。③土器編年対応班は、土器との
一括性の高い出土材の情報収集を続けると
ともに、弥生後期～古墳中期の小路遺跡、纒
向遺跡、新堂遺跡の研究成果について、必要
に応じて出土材の追加収集と分析にも取り
組み、最終的な土器型式の暦年代化の検討結
果を、学会発表、報告書作成、論文出版など
の形で発表していく。④総括班は、日常的な
論文や著書の出版、データベースの公開に加
えて、「気候と歴史の関係」に関する編書や
「酸素同位体比年輪年代法」の総合的な解説
書の出版を行う。先史社会のモデリングや定
量的な人間活動指標の開発などを通じて、先
史時代の社会像を高精度化するための最先
端の研究にも取り組む。 
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